
第５号様式（第 12条関係） 

 

かながわ再エネ電力利用応援プロジェクト取組報告書 

 

 年 月 日  

神奈川県知事 様 

 

（報告者）                       
事業者名 株式会社 ○○ 
所在地   〒123-4567 

横浜市△△区××町１－１ 
代表者  代表取締役 神奈川 太郎 

 

 かながわ再エネ電力利用応援プロジェクト実施要綱第 12条の規定に基づき、

次のとおり取組を報告します。 

 

 ※ 公表を希望しない項目がある場合は、□にチェックを入れてください。 

事業者名 株式会社 ○○ □ 

事業概要 精密機器の製造・販売 □ 

ホームページ URL https://XXXXX □ 

契約電力プランの名称 

（再エネ証書調達の

場合は、証書の名称） 

RE100 プラン 
 
（再エネ証書調達の場合）   

・非化石証書（再エネ指定） 

・J-クレジット（再エネ電力由来）など 

□ 

契約小売電気事業者名 

（再エネ証書調達の場合は、

証書を購入した事業者名） 

□□電力株式会社 □ 

再エネ率 

100％ 
 
（再エネ証書調達の場合） 

「再エネ証書調達量÷年間電力使用量」 

を％単位で記入 

□ 

推定年間電力使用量 100,000kWh □ 

再エネ電力利用の 

きっかけ 

・会社として、環境に配慮した取組を行い

たいと考えたから 

・サプライチェーンから脱炭素に向けた

取組を求められたから 

□ 

再エネ電力利用に 

当たっての課題 

・小売電気事業者の選定に時間を要した。 

・コスト増が見込まれた。 
□ 

記入例 
 により算出した率を 

「％」で記入 



再エネ電力利用後の

変化(メリット等) 

・ＣＯ₂排出量の削減を行うことができ、

事業活動の脱炭素化を進められた。 

・対外的に環境に配慮している企業であ

ることをＰＲできた。 

・社員の環境配慮への意識が向上した。 

□ 

コストの変化 ・環境価値調達分が増加した。 □ 

その他のＰＲ事項 

・これからも、脱炭素社会の実現に向け

た取組を行ってまいります。 

・再エネ電力の利用により、環境にやさし

い製品を提供してまいります。 

□ 

かながわ再エネ電力 

利用事業者認定証 

の交付希望の有無 

希望する☑   希望しない□ ― 

交付資格 

神奈川県暴力団排除条例第２条第５号で 

定める暴力団経営支配法人等に該当しない 

    はい☑     いいえ□ 

― 

※ 各項目については、適宜行を拡げて御記入ください。報告いただいた内容は県

ホームページ等により事業者の取組として公表させていただきます。 

※ 御記入いただいた情報は、所在地の市町村の担当部署に提供する場合がありま

すので、御了承ください。 

  

担当者連絡先 

部署 総務部 

氏名 神奈川 花子 

電話番号 045-XXX-XXXX 

メールアドレス XXX@co.jp 

 

  



（この他に、「グリーン電力証書」もお使いいただけます。） 

 

再エネ証書を調達したことが分かる書類（見本） 

非化石証書 

Ｊ‐クレジット 


